
イ
ネ
科
牧
草
の
特
徴
を
知
ろ
う
！

一
．
は
じ
め
に

近
年
、
自
給
飼
料
の
品
質
向
上
を

高
め
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
牧
草
種
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
と
ら
え
て
、
採
草
、

放
牧
、
兼
用
な
ど
利
用
方
法
に
合
っ

た
牧
草
種
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。
今

回
は
普
及
セ
ン
タ
ー
の
試
験
展
示
圃

調
査
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
草
種
の
特

徴
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

二
．
牧
草
の
収
量
と
生
育
の
違
い

牧
草
の
草
種
毎
の
生
収
量
を
比
べ

て
み
ま
し
た(

図
一
）
。
チ
モ
シ
ー
を

一
〇
〇
％
と
し
た
と
き
の
収
量
は
草図 1 イネ科牧草の収量性の違い

種
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

特
に
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
は
チ
モ

シ
ー
の
約
一
．
五
倍
の
収
量
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
初
期
生
育
は
イ
タ
リ
ア
ン

ラ
イ
グ
ラ
ス
、
ト
ー
ル
フ
ェ
ス
ク
、

ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
、
メ
ド
ウ

フ
ェ
ス
ク
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス

の
順
で
生
育
が
良
く
、
チ
モ
シ
ー
は図 2 イネ科牧草の初期生育 1日当たりの伸び

生
育
に
時
間
が
か
か
る

草
種
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
（
図
二
）
。

三
、
チ
モ
シ
ー
と
オ

ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス

の
出
穂
時
期
と
刈
り

取
り
適
期

牧
草
の
出
穂
時
期

は
草
種
と
そ
の
品
種

に
よ
っ
て
一
ヶ
月
以

上
も
異
な
り
ま
す
（
表

一
）
。
刈
り
取
り
適
期

が
異
な
る
こ
と
を
利

用
し
、
収
穫
作
業
時

期
を
分
散
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
チ
モ
シ
ー
は

二
回
刈
り
に
、
オ
ー

チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
は

三
回
刈
り
に
適
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
生
か
し
て
、

草
種
を
選
択
し
草
地

の
利
用
方
法
に
合
わ

せ
た
対
応
を
し
ま
し

ょ
う
。

四
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
主
体
草

地
へ
の
更
新
事
例

釧
路
市
音
別
地
区
で
は
チ
モ
シ
ー

主
体
に
播
種
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一

表 1 ＯＧ、ＴＹの出穂時期（根釧農試）

番
草
、
二
番
草
の
収
穫
時
期
が
早
い

こ
と
か
ら
三
番
草
の
収
穫
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
チ
モ
シ
ー
は

多
回
刈
り
に
弱
い
草
種
で
あ
り
、
毎

年
三
回
収
穫
す
る
こ
と
は
、
草
地
を

雑
草
化
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
音
別
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ

ー
で
は
草
地
更
新
時
に
オ
ー
チ
ャ
ー

ド
グ
ラ
ス
主
体
で
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ

グ
ラ
ス
、
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
ー
を
播
種

し
ま
し
た
（
写
真
一
）
。
オ
ー
チ
ャ
ー

ド
グ
ラ
ス
主
体
と
す
る
こ
と
で
、
刈

り
取
り
後
の
再
生
力
が
優
れ
、
三
回

刈
り
に
対
応
し
た
草
地
と
な
り
ま
す
。

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
様
々
な
種
子

組
み
合
わ
せ
を
提
案
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

（
平
成
二
十
五
年
九
月
作
成
）

写真 1 ＯＧ主体草地
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